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科目区分 授業科目 学年 単位 履修方法 備考

外国語

留学英語 単位認定は同一言語内において
科目 単位まで
（同一留学先に複数回参加した
場合、二度目以降は単位認定対象
外）
詳細は 参照

留学ドイツ語

留学フランス語

留学中国語

留学外国語

スポーツ
科学

スポーツ実技 教職課程履修者のみ履修可

スポーツ科学論

生涯スポーツ実技 単位まで複数履修可

キャリア
形成支援

ライフデザイン※ （ ）内のテーマが異なれば同一
の授業科目でも複数履修可

インターンシップ ・ ・
授業内容により単位数が異なる。
年次の履修不可

※ 「ライフデザイン（スタートアップ）」の履修は一度限りであり、単位修得の可否にかかわらず二度目の履修をす

ることはできない。また、原則として 年次以降に履修することはできない。
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第 章 専門教育科目

Ⅰ．文学部

履修について（全学科共通）

【卒業に必要な最低単位数】

本学に 年（ 学期）以上在学し、所定の単位を修得すれば卒業と認定し、文学部にあっては、学士（文

学）の学位が授与される。ただし、１～ 年の各年次に 学期以上在学することが必要である。卒業に要す

る単位数は下表のとおりである。

科目区分 日本文・中国文・外国語文化・史・哲学科

共通教育科目 単位以上

専門教育科目 単位以上

合計 単位以上

※ 各学科の履修規程に基づいて、共通教育科目及び専門教育科目から上の表のとおり単位を修得し、合計 単位

以上修得すること

【進級条件】

進級の時期は各年度の始めとする。進級するには、各年次において 学期以上在学することが必要である。

また、 年次から 年次への進級には 年次終了までに 学期以上在学し、卒業に要する単位で次の条件を

満たしていなければならない。

日本文学科

共通教育プログラムの汎用的スキル科目群で必修の英語 科目 単位のうち 科目 単位、学科基礎科

目 科目 単位のうち 科目 単位を含む 単位以上を修得すること

中国文学科

共通教育プログラムの総合科目群で必修の外国語（中国語） 科目 単位のうち 科目 単位、 年次に

開講する必修の学科基幹科目 科目 単位のうち 科目 単位を含む 単位以上を修得すること

外国語文化学科

共通教育プログラムの汎用的スキル科目群の「英語Ⅰ・Ⅱ」 科目 単位、外国語基礎演習の必修 科目

単位及び選択必修「ドイツ語演習Ⅰ ～Ⅱ 」「フランス語演習Ⅰ ～Ⅱ 」「中国語演習Ⅰ ～Ⅱ 」 科目

単位の計 科目 単位のうち 科目 単位を含む 単位以上を修得すること

史・哲学科

共通教育プログラムの汎用的スキル科目群で必修の英語 科目 単位のうち 科目 単位を含む 単位

以上を修得すること

【年次別履修単位制限（ 制）】

年次別に登録できる単位数が制限されているので、年次別の枠を超えて履修することはできない。（ 参

照）
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